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JR西労組第23回定期中央本部大会（大阪大会）
　組合員数26,230名、組織率91.9％

台風12号により新宮地区が被災

職場のあり方提言委員会を設置
　人材育成について・高年者雇用について・女性雇用につ
　いて3つの分科会を設置

広島鉄道病院の新築移転・医療法人化について
提案される

職場のあり方提言委員会  第1次職場討議を開始

JR西労組第24回定期中央本部大会（紀州南部大会）
　組合員数26,332名、組織率92.3％

職場のあり方提言委員会「第一次提言」を会社に提出
　職場討議に基づき提言を策定 

労使で議論した「安全考動計画2017」・
「中期経営計画」策定

職場のあり方提言委員会  第2次職場討議を開始

JR西労組第25回定期中央本部大会（広島大会）
　組合員数26,490名、組織率92.7％

職場のあり方提言委員会「第二次提言」を会社に提出

山口・島根豪雨（山陰線・山口線豪雨）

ベトナム鉄道労働組合と「友好連帯合意書」を取り交わす

「交通政策基本法」成立

消費税率改定（5％→8％）に伴う運賃・料金改定

JR西労組第26回定期中央本部大会（京都大会）
　組合員数27,192名、組織率93.01％

滋賀県知事選挙で三日月大造氏が当選

北陸新幹線金沢開業

工務関係触車事故防止準則（在来線）施行
　伯備線触車事故を機に労使で議論を行う

JR西労組第27回定期中央本部大会（金沢大会）
　組合員数27,292名、組織率93.33％
　「JR西労組安全提言」を策定
　事故から10年が経過したことを機にこれまでの取り組み
　を踏まえ、働く者の視点から安全対策の実効性をさらに
　高める

JR西労組結成25周年委員会発足　
　現在まで計9回の委員会を開催

第1回女性ネットワーク委員会を開催
　200名の女性役員が集まる

職場のあり方提言委員会の提言による
JR世代の新賃金カーブ運用開始

医療法人JR広島病院発足
　264名の組合員が転籍
　同月21日に広島病院支部結成大会を開催

「ヒューマンエラー非懲戒」導入
　JR西労組の提言反映

熊本地震発生
　JR連合のカンパ、連合ボランティアへの参加

「京都鉄道博物館」開業

「トワイライトエクスプレス瑞風」運行開始

JR西労組第28回定期中央本部大会（神戸大会）
　組合員数27,436名、組織率93.65％

ML再雇用制度開始　
　職場のあり方提言委員会の取り組みにより労使で議論

「JR西労組結成25周年記念集会」を開催
　ホテルグランヴィア京都に於いて、地本、総支部役員ら
　450名が参加
　「次代の運動指針」骨子が提起される

JR西労組第29回定期中央本部大会（岡山大会）
　組合員数27,256名、組織率94.13％
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今
号
で
は
2
0
1
1
年
度
か

ら
2
0
1
7
年
12
月
の
Ｊ
Ｒ
西

労
組
結
成
25
周
年
ま
で
の
間
の
取

り
組
み
に
つい
て
振
り
返
り
ま
す
。

◆
2
0
1
1
年
度

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
4

か
月
後
の
2
0
1
1
年
7
月
13

日
〜
15
日
に
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
大

会
で
は
、女
性
組
合
員
の
参
加
と

活
躍
な
ど
、新
た
な
課
題
に
関
す

る
積
極
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た

こ
と
が
特
徴
的
で
し
た
。な
お
、9

月
に
台
風
12
号
に
よ
り
新
宮
地

区
が
被
災
し
ま
し
た
が
、和
歌
山

地
本
の
組
合
員
の
懸
命
な
作
業
に

よ
り
早
期
復
旧
を
果
た
し
た
ほ

か
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
激
励
行

動
や
カ
ン
パ
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

◆
2
0
1
2
年
度

　

2
0
1
2
年
7
月
11
日
〜
13

日
に
初
の
和
歌
山
地
本
主
管
と
な

る
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
24
回
大
会
で
は
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
職
場
の
あ

り
方
提
言
委
員
会
」に
関
し
て
建

設
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
　

な
お
、2
0
1
3
年
3
月
5
日

に
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
長
年

に
亘
り
中
心
的
に
推
進
し
て
き
た

大
阪
地
本
の
杉
原
委
員
長
が
逝

去
さ
れ
、6
月
に
は
故
人
の
功
績

を
讃
え
て「
杉
原
清
道
君
に
感
謝

す
る
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
2
0
1
3
年
度

　

2
0
1
3
年
7
月
10
日
〜
12

日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で

開
催
さ
れ
た
第
25
回
大
会
で
は
、

4
月
か
ら
「
安
全
考
動
計
画

2
0
1
7
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
先
立
ち
6
月
に
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
第
22
回
大

会
で
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
選
出
の
坪

井
会
長
が
退
任
し
、松
岡
副
委
員

長
が
新
た
に
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。ま
た
、8
月
以
降
に
開
催
さ
れ

た
地
本
大
会
で
は
、Ｊ
Ｒ
採
用
の

若
手
専
従
役
員
が
続
々
と
誕
生

し
、世
代
交
代
を
大
い
に
印
象
付

け
ま
し
た
。な
お
、こ
の
年
度
の

2
0
1
4
年
5
月
よ
り「
組
織
共

闘
役
員
研
修
会
」を
開
始
し
た
ほ

か
、会
社
は
硬
式
野
球
部
の
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
。

◆
2
0
1
4
年
度

　

2
0
1
4
年
7
月
9
日
〜
11

日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で

開
催
さ
れ
た
第
26
回
大
会
で
は
、

地
域
共
生
の
課
題
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
問
題
提
起
さ
れ
、Ｊ
Ｒ
と

連
携
し
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
京
都
市
の
門
川
市
長
や
地
元
の

民
主
党
前
原
衆
議
院
議
員
ら
を

招
い
て「
公
共
交
通
と
京
都
の
未

来
」と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、三
日
月
衆
議
院
議
員
が

議
員
を
辞
職
し
挑
戦
し
た
滋
賀

県
知
事
選
挙
の
最
中
の
大
会
と
な

り
、当
時
の
嘉
田
知
事
も
駆
け
つ

け
て
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。な
お
、知
事
選
は
、三
日

月
氏
の
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
る
中
、

組
合
員
の
献
身
的
な
応
援
も
あ

り
、7
月
13
日
の
投
開
票
で
は
自

民
党
が
支
援
す
る
小
鑓
候
補
を

1.
3
万
票
上
回
る
25.
4
万
票

を
獲
得
し
て
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。な
お
、三
日
月
知
事
の

誕
生
に
伴
い
、
政
治
団
体「
Ｊ
Ｒ

み
か
づ
き
会
」は
2
0
1
5
年
2

月
の
総
会
で
解
散
し
、Ｊ
Ｒ
西
労

組
議
員
団
な
ど
私
た
ち
の
意
見
を

代
弁
い
た
だ
く
議
員
を
支
援
す
る

「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」が

発
足
し
ま
し
た
。

◆
2
0
1
5
年
度

　

2
0
1
5
年
7
月
15
日
〜
17

日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
金
沢
に
お
い
て
北
陸
新
幹
線
の

開
業
に
よ
る
活
況
の
中
で
開
催
さ

れ
た
第
27
回
大
会
は
、運
動
の
継

承
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、前
田

委
員
長
が
退
任
し
、新
た
に
荻
山

委
員
長
が
就
任
し
ま
し
た
。こ
れ

以
降
、順
次
開
催
さ
れ
た
地
本・総

支
部
大
会
で
は
、2
年
前
に
続
き

Ｊ
Ｒ
採
用
の
若
手
専
従
役
員
が

多
数
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、2
0
1
6
年
4
月
に
は

熊
本
地
震
が
発
生
し
九
州
地
方

で
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
カ
ン
パ
活
動
へ
の

協
力
や
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
な
ど
支
援
行
動
を
展
開
し

ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、同
じ
く
2
0

1
6
年
4
月
に
は
こ
の
間
労
使
協

議
を
重
ね
て
条
件
整
備
を
進
め
て

き
た
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
が
新
医
療

法
人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、転

籍
し
た
組
合
員
に
よ
り
広
島
病

院
支
部
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

◆
2
0
1
6
年
度

　

2
0
1
6
年
7
月
15
日
〜
17

日
に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
28
回
大
会
は
、結

成
25
周
年
を
間
近
に
控
え
、歴
史

の
検
証
の
う
え
に
次
代
の
運
動
の

あ
り
方
を
議
論
、共
有
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
討
議
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。若
手
や
女
性
の
発
言
が
いっ

そ
う
増
え
、運
動
の
継
承
を
実
感

す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。神
戸

大
会
を
記
念
し
、1
9
9
5
年
1

月
に
発
生
し
た
阪
神・淡
路
大
震

災
の
発
生
以
降
に
入
社
し
た
若
手

組
合
員
が
当
時
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
、上
映
、発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
み
成
熟
化
す

る
社
会
環
境
の
中
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
お
い
て
も
職
場
で
急
速
な
世
代

交
代
が
進
み
、国
鉄
改
革
を
挟
ん

で
1
9
8
3
年
か
ら
運
輸
系
統

は
1
9
9
2
年
ま
で
の
10
年
、技

術
系
統
は
1
9
9
6
年
ま
で
の
14

年
の
間
、鉄
道
の
い
わ
ゆ
る
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
職
の
新
規
採
用
を

中
断
し
て
い
た
こ
と
で
、40
代
の
中

堅
層
が
ほ
と
ん
ど
空
白
に
な
る
と

い
う
年
齢
断
層
に
伴
う
課
題
が
深

刻
化
し
、グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
て

対
処
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
入
社
世
代

への
技
術
継
承
と
人
材
育
成

の
問
題
と
併
せ
、シ
ニ
ア
雇

用
も
展
望
し
た
ベテ
ラ
ン
層
、

高
年
者
層
の
働
き
方
と
処

遇
に
つ
い
て
も
喫
緊
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、女
性
社
員
の
採

用
が
進
み
、各
系
統
で
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
き
た
一
方

で
、結
婚
、育
児
に
伴
う
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
女
性

活
躍
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

課
題
も
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
部
は
こ
う
し
た
課
題
を
中
長

期
的
な
視
点
も
踏
ま
え
て
解
決

し
て
い
く
た
め
に
、2
0
1
1
年

11
月
に「
職
場
の
あ
り
方
提
言
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、Ｊ
Ｒ
世
代

を
中
心
と
す
る
人
材
育
成
の
あ

り
方
を
討
議
す
る「
人
材
育
成
分

科
会
」、ベ
テ
ラ
ン
層
の
活
用
と
高

年
者
の
雇
用
の
あ
り
方
を
討
議
す

る「
高
年
者
雇
用
分
科
会
」、女
性

の
活
躍
を
推
進
し
、仕
事
と
家
庭

を
両
立
し
て
意
欲
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
討
議

す
る「
女
性
雇
用
の
あ
り
方
分
科

会
」を
設
置
し
て
、職
場
討
議
を

通
じ
て
提
言
を
策
定
し
そ
の
実
現

に
取
り
組
む
企
画
提
案
型
の
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
2
年
度
に
は
職
場
討

議
を
踏
ま
え
て
第
1
次
提
言
を

策
定
し
、第
24
回
大
会
で
の
確
認

の
う
え
労
使
協
議
を
進
め
て
き
た

ほ
か
、翌
年
度
も
同
じ
く
職
場
討

議
を
踏
ま
え
て
、第
1
次
か
ら
さ

ら
に
具
体
化
し
た
第
2
次
提
言

を
策
定
し
、第
25
回
大
会
で
の
確

認
の
う
え
協
議
を
深
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

シ
ニ
ア
層
や
女
性
の
活
躍
、ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
推
進
へ
制

度
等
の
充
実
が
進
む

　
「
職
場
の
あ
り
方
提
言
委
員

会
」の
提
言
を
踏
ま
え
た
労
使
協

議
を
通
じ
、2
0
1
5
年
8
月
よ

り
Ｍ・Ｌ
層
を
対
象
と
し
た
再
雇

用
の
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
制

度
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、

以
降
、満
了
給
付
金
の
新

設
や
、時
給
制
か
ら
月
給

制
への
移
行
な
ど
改
善
を

進
め
ま
し
た
。ま
た
、育

児・介
護
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
む
け

て
、育
児
や
介
護
を
理
由

に
退
職
し
た
社
員
の
再

就
職
支
援
制
度
や
短
日
数
制
度

な
ど
多
く
の
制
度
が
新
設
さ
れ
毎

年
改
善
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、育
児

休
職
か
ら
復
職
時
の
面
談
の
充
実

や
駅
や
乗
務
員
区
の
短
時
間
の
作

業
ダ
イ
ヤ
や
行
路
の
策
定
な
ど
も

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、長
時
間
労
働
の
解

消
の
た
め
の
議
論
も
強
化
し
、36

協
定
の
特
例
上
限
時
間
の
規
制

を
福
知
山
線
列
車
事
故
後
の

8
7
0
時
間
か
ら
2
0
1
6
年

度
に
は
4
8
0
時
間
ま
で
段
階

的
に
縮
減
し
た
ほ
か
、「
働
き
方
改

革
」の
推
進
に
む
け
、時
間
管
理
の

徹
底
や
仕
事
の
し
く
み
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
、グ
ル
ー
プ
労
組
を

含
め
幅
広
く
労
使
協
議
を
深
め

て
改
善
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
裏
面
へ
続
く
）

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

2
0
1
1
〜
2
0
1
7
年
度

運
動
の
継
承
の
進
展
と

　  
結
成
25
周
年
の
節
目
ま
で

結
成
25
周
年
特
集 

（
そ
の
7
）

「
職
場
の
あ
り
方
提
言
委
員
会
」の

取
り
組
み
を
開
始
！


